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17.前立腺癌の密封小線源治療後排尿障害

における牛車腎気丸の使用経験
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【緒言】前立腺癌に対する密封小線源治療後における下部

尿路症状（ブラキ後LUTS）に対し、 α1ブロッカーが有

効である。しかし、 α1プロッカーが効果不十分な症例は

多々存在し、その対応には難渋する。また、ブラキ後

LUTSに於いて漢方が有効であったとの報告は少ない。今

回我々は、ブラキ後LUTSに対し、 α1ブロッカーが効果

不十分であった症例で、牛車腎気丸を使用した症例の検討

を行った。

【対象と方法］ 2013年3月から 2016年3月まで、当院で密

封小線源治療を行った患者で、治療開始から 1年以内のブ

ラキ後LUTSに対して牛車腎気丸を処方した患者を対象と

した。対象の全症例は牛車腎気丸処方以前にα1ブロッカー

（塩酸タムスロシン）が処方されていた。牛車腎気丸を処方

した日を観察開始日とし、 3か月ごとに国際前立腺症状ス

コア（IPSS）、 QOLindex、過活動跨脱症状スコア（OABSS）、

残尿量で評価した。炎症に関して検尿と血液検査（WBC,

CRP）を用いて評価を行った。観察終了日は密封小線源治

療開始から 1年経過した時点とした。

【結果】対象は4症例で、平均年齢は 69.7歳であった。観

察期間は9か月が2症例、 3か月、 6か月がそれぞれl症例

であった。 LUTSの経時的変化として、牛車腎気丸の内服

開始以降、 IPSSは改善傾向を示し、 6か月時点では有意に

改善を認めていた。 QOLindex、OABSS、残尿量に関して

も午車腎気丸開始から 6か月まで改善傾向を認めていた。

また、尿検査、血液検査所見で異常所見を呈した症例は認

めなかった。経過中、牛車腎気丸に関連すると思われる有

害事象は認めなかった。

［考察】一般的にブラキ後LUTSは小線源刺入の 1～3か月

後まで増悪し、その後徐々に改善する。しかし、その発症

機序は明らかでなく、症状が遷延する症例も存在する。一

方、午車腎気丸を含めた漢方薬は一般のLUTSに効果があ

るとの報告があるが、ブラキ後LUTSへの効果は不明であ

る。本検討ではα1ブロッカーで、効果不十分で、あったブラキ

後LUTSに対し、牛車腎気丸内服によってIPSS、QOLindex、

OABSS、残尿量の改善を認めた。牛車腎気丸によるブラ

キ後LUTSの有効性が示唆された。放射線による神経障害

に対して牛車腎気丸が治療的に作用した可能性があるが、

少数例で単群の検討であるのでさらなる検討が必要である。

【結語】 α1ブロッカーの効果が不十分なブラキ後LUTS

に対する牛車腎気丸の有効性が示唆された。


